
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三
五
五

告

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

三
五
五

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件
二
件

三
五
五

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件
二
件

三
五
六

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件

三
五
六

○
採
石
業
務
管
理
者
試
験
を
実
施
す
る
件

三
五
七

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

三
五
七

○
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
件

三
五
八

規

則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
六
十
二
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
居
合
団
地
の
項
中
「
一
号
室
か
ら
十
五
号
室
ま
で
、
十
七
号
室
か
ら

十
九
号
室
ま
で
」
を
「
二
号
室
、
四
号
室
、
六
号
室
、
九
号
室
か
ら
十
二
号
室
ま
で
、
十
五
号
室
、
十

八
号
室
」
に
改
め
、
「
二
号
棟
の
一
号
室
」
の
下
に
「
、
五
号
室
、
七
号
室
」
を
加
え
、
「
及
び
十
八

号
室
か
ら
」
を
「
、
十
八
号
室
か
ら
二
十
一
号
室
ま
で
、
二
十
三
号
室
、
二
十
五
号
室
、
二
十
六
号
室
、

二
十
九
号
室
及
び
」
に
、
「
ま
で
、
三
号
棟
か
ら
五
号
棟
ま
で
」
を
「
、
三
号
棟
の
一
号
室
、
二
号
室
、

四
号
室
か
ら
十
六
号
室
ま
で
及
び
十
八
号
室
か
ら
二
十
九
号
室
ま
で
、
四
号
棟
の
一
号
室
か
ら
二
十
一

号
室
ま
で
、
二
十
三
号
室
か
ら
二
十
七
号
室
ま
で
、
二
十
九
号
室
、
三
十
号
室
、
三
十
二
号
室
か
ら
三

十
七
号
室
ま
で
、
三
十
九
号
室
及
び
四
十
号
室
、
五
号
棟
」
に
、
「
十
六
号
室
、
二
十
号
室
、
二
十
一

号
室
」
を
「
一
号
室
、
三
号
室
、
五
号
室
、
七
号
室
、
八
号
室
、
十
三
号
室
、
十
四
号
室
、
十
六
号
室
、

十
七
号
室
、
十
九
号
室
か
ら
二
十
一
号
室
ま
で
」
に
、
「
十
五
号
室
及
び
十
七
号
室
」
を
「
二
号
室
か

ら
四
号
室
ま
で
、
六
号
室
、
十
五
号
室
、
十
七
号
室
、
二
十
二
号
室
、
二
十
四
号
室
、
二
十
七
号
室
及

び
二
十
八
号
室
、
三
号
棟
の
三
号
室
、
十
七
号
室
及
び
三
十
号
室
、
四
号
棟
の
二
十
二
号
室
、
二
十
八

号
室
、
三
十
一
号
室
及
び
三
十
八
号
室
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
住
宅
課
）

告

示

福
島
県
告
示
第
四
百
五
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
二
十

六
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
九
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ

く
り
課
、
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
福
島
市
総
務
部
情

報
管
理
課
市
民
情
報
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

イ
オ
ン
福
島
店

福
島
県
福
島
市
南
矢
野
目
字
西
荒
田
五
十
番
地
十
七
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
五
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
県
南
建

設
事
務
所
で
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県
道
塙
泉
崎
線

西
白
河
郡
中
島
村
大
字
中
島
字
天
神
東

平
成
二
六
年
七
月
二
九
日

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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七
三
番
一
地
先
か
ら

同

郡
同

村
大
字
川
原
田
字
下
町

六
二
番
一
地
先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
喜
多
方

建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県
道
喜
多
方
会
津
坂
下

喜
多
方
市
字
三
丁
目
四
八
一
六
番
一
地

平
成
二
六
年
七
月
二
九
日

線

先
か
ら

同

市
字
三
丁
目
四
八
四
〇
番
三
地

先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

公

告

公
告
第
二
百
二
十
二
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
七
月
十
七
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
相
馬
国
際
交
流
の
会

三

代
表
者
の
氏
名

荒

秀
一

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
相
馬
市
山
上
字
須
萱
二
十
七
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
住
民
、
外
国
人
に
対
し
て
、
国
際
交
流
及
び
異
文
化
理
解
、
福
祉
等
に
関
す

る
事
業
を
行
い
、
国
際
交
流
、
国
際
親
善
、
異
文
化
理
解
、
国
際
人
教
育
さ
ら
に
多
文
化
共
生
社
会

形
成
、
地
域
づ
く
り
、
地
域
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
文
化
振
興
課
）

公
告
第
二
百
二
十
三
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
七
月
九
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ポ
ー
ト
ふ
く
し
ま

三

代
表
者
の
氏
名

佐
藤

進

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
福
島
市
笹
谷
字
上
成
出
五
番
地

笹
谷
プ
ラ
ザ
ビ
ル
一
Ｆ

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
福
島
県
民
に
対
し
て
、
生
き
が
い
を
持
ち
、
幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
事
業

を
行
い
、
県
民
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
文
化
振
興
課
）

公
告
第
二
百
二
十
四
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
七
月
二
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
島
・
伊
達
精
神
障
害
者
福
祉
会

三

代
表
者
の
氏
名

相
澤

與
一

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
福
島
市
五
月
町
一
番
十
五
号

陽
光
社
ビ
ル
二
階

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
精
神
障
害
者
と
そ
の
家
族
の
よ
り
よ
い
地
域
生
活
の
実
現
に
向
け
、
精
神
障
害
者

と
そ
の
家
族
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
共
に
安
心
し
て
暮
ら
───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
文
化
振
興
課
）

公
告
第
二
百
二
十
五
号

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

第
四
十
三
回
採
石
業
務
管
理
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

試
験
日
時

平
成
二
十
六
年
十
月
十
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二

試
験
の
場
所

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
（
郡
山
市
待
池
台
一
丁
目
十
二
番
地
）

三

受
験
願
書
の
提
出
期
間

平
成
二
十
六
年
八
月
十
五
日
（
金
）
か
ら
同
年
九
月
十
日
（
水
）
ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る

場
合
は
、
同
日
付
け
ま
で
の
通
信
日
付
印
の
あ
る
も
の
を
有
効
と
す
る
。

四

受
験
願
書
の
提
出
先

最
寄
り
の
福
島
県
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
と
す
る
。

五

受
験
手
数
料

八
千
円
と
し
、
相
当
額
の
福
島
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
に
貼
っ
て
納
入
す
る
こ
と
（
消
印
は
し

な
い
こ
と
。
）
。

六

そ
の
他

試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
企
業
立
地
課
又
は
各
福
島
県
地

方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
郵
送
に
よ
り
照
会
す

る
場
合
は
、
宛
先
明
記
の
八
十
二
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
又
は
返
信
用
は
が
き
を
必
ず
同
封

す
る
こ
と
。

（
企
業
立
地
課
）

公
告
第
二
百
二
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

土
地
改
良
区
の
名
称

会
津
若
松
市
湊
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

川
島

要

会
津
若
松
市
湊
町
大
字
赤
井
字
赤
井
一
〇
五
番
地

同

小
川

右
善

同

市
湊
町
大
字
原
字
新
橋
一
一
四
番
地

（
農
村
計
画
課
）



【定価 １箇月 3,500円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています｡
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公 告 第 ２ ２ ７ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 及 び 処 分 業 務

（ 白 河 都 市 環 境 セ ン タ ー ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の
で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令
第 372号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 11条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則
第 17号 ） 第 274条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

平 成 26年 ７ 月 29日
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長 円 谷 泰

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 予 定 数 量
脱 水 汚 泥 収 集 運 搬 及 び 処 分 業 務 （ 白 河 都 市 環 境 セ ン タ ー ） 3 , 0 0 0ｔ

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 福 島 県 郡 山 市 日 和 田 町 字 山 ノ 井 ５ 番 地

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
平 成 26年 ６ 月 25日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
日 本 環 境 株 式 会 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 二 丁 目 １ 番 16号

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
22 , 6 8 0円 （ １ ｔ 当 た り ）

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 に よ る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 10条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 総 務 課 ）


